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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

７常緑果樹の品質向上，

分類 ①

(2)温州ミカンの果実品質向上のためのマルチ資材

の種類と処理時期

l～2年（完了）

早生温州におけるマルチ盗材の種類並びに処理時期が果実品質に及ぼす
影響を検討し、高品質果実生産技術硫立に演する。

Ⅱ試験方法

１マルチの資材

(1)供試品種興津早生カラタチ台１２年生１区３樹２反復

(2)処理区一
一区蜜一材の穏類一規格」～処理時期
Ａｼﾙﾊ､､~ホ・ﾘｴﾁﾚﾝﾌｲﾙﾑ厚さ0.1mm、幅２，２年８/8～１１/1６

Ｂ多孔質フイルム１．０～０，１ﾐｸﾛﾝの有孔フイルム〃

幅２m(ｴー ｻー ｲ生科研製）

__ｃ無処理一」～一

(3)処理方法：畝幅2.5mをマルチ処理。畝の上側はﾌｲﾙﾑの端を２０cm埋設
重樹の幹には同ﾌｲﾙﾑを巻き付け水の進入を防いだ。

２フイルムマルチの処理時期

(1)供:試品稲山川早生高接ぎ樹１０年生１区１樹３反復

(2)拠理区いい」、Ｔ－
一区Ⅷ涜材の種類一規一格一処理時期
Ａｼﾙﾊ､､‐ホ・ﾘｴﾁﾚﾝﾌｲﾙﾑ厚さ０．１ｍｍ１年７/10～１０/2O
Ｂ〃 幅２ｍ ８／１６～１０／２０

一Ｃ－無処理一三

(3)処理方法上記試験１に準ずる。

Ⅲ主要成』果‘の概要一

早生：温州は８月以降の土顎水分を透湿性の高い多孔質フイルムで制御す、■』

ると、果実の糖度を高めることができる ｡

１多孔質フイルムはポリフイルムと比較して、被覆後の土鯛の乾燥が早
く、被覆１カ月で糖度は急速に上昇し、収穫時の糖度も高い。

２ポリエチレンフイルムをマルチ処理する場合､７月から被覆すると 8月
以降の土顎水分を制御でき、果実の糖度を高めることができる。

３マルチ処理による土製の乾燥程度は、花こう岩の砂域土では含水比１５
％以下が目安となる。

－２０６－
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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土謝含水比の描移（１年），果実品質の描移（１年）

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１温州ミカンの高品質果実生産のためのフイルムマルチ技術として利活

用でき、『福岡県うんしゆうみかんマルチ栽培暦』に肥紋する。

２被覆開始は圃場の排水性、土'塊水分の状照に応じて決定し、土魂含水

比が高い場合は多孔質フイルムの使用やマルチの開閉により土弧の乾燥

を促巡する必要がある。しかし、地下水が商い園や排水不良園並びに根

群が深い園ではフイルムマルチ処理効果は低い。

３マルチ処理後に過乾燥となると、果実肥大が制限されたり落葉をきた

すので、 樹体の状旭に応じて湘水を行う。

Ⅵ今後の研究上の問題点

’１樹勢維持対策並びに隔年結果の防止対莱

２フイルムマルチ処理効果を高めるための根域の制限方法

Ⅶ盗料名

1～２年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成綴番


